






“ブランド香港” の
ビジュアル・アイデンティティ
「力強く躍動するドラゴン」 は、
架空の動物である龍をモチーフとし
香港の歴史を表現しています。

ドラゴンから伸びるブルーのリボンは
晴れ渡る青空、

グリーンは持続可能な環境を表し、
赤いリボンがかたどるのは

香港人の 「なせばなる」 精神を象徴する
有名なランドマーク、

獅子山 （ライオンロック） です。

滑らかに流れるリボンの形は
社会の柔軟性をイメージさせ、
複数の異なった色を用いることで

香港の多様性と躍動感を表現しています。
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香港について　

150 年ほど前には“不
毛の岩地”と呼ばれた香
港ですが、今日では国際
的な金融、貿易、ビジネ
スの拠点として機能する
優れた世界都市となりま
した。
香港には鉱物資源があり
ませんが、世界有数のす

ばらしい深海港を有しています。勤勉かつ企業家精神に溢れ、高
い教育を受けた700万人以上の人口が、香港の生産力や創造力
の基盤となっています。

香港は 1世紀半に及ぶイギリス統治を経て、1997 年 7月 1
日に中華人民共和国の特別行政区となりました。香港の憲法文書
である基本法の下、既存の経済、司法、社会制度は50年間にわ
たり保持されます。香港特別行政区は、防衛と外交を除く分野に
おいて高度な自治権を享受しています。

地理上の位置
中国の南東端に位置する香港は、急速に発展する東アジアの中
心という理想的な場所にあります。香港の総面積は1,104平方
キロメートルで、その区域には香港島や九龍半島、新界および
262の離島が含まれます。

人口　
2009年の香港の総人口は、外国人居住者553,497人を含め
700万人を若干上回っています。外国人居住者の国籍別内訳で
は、インドネシア（147,883人）、フィリピン（140,708人）、
タイ（28,049 人）が上位を占めています。平均人口密度は、
1平方キロメートルあたり6,480人でした。

香
港
に
つ
い
て

言語　
中国語と英語が、香港の公
用語です。英語は政府内や
法律関係、専門職、および
ビジネスの各分野において、
広く使用されています。香
港では、高い教育を受けた
有能なバイリンガル、さら
には英語、広東語、標準中
国語の3言語を流暢に話す
マルチリンガルの人材が豊富です。こうした人材は、香港で事業
を営む企業にとって、あるいは中国本土や台湾とのビジネスを行
う企業にとって、必要不可欠な存在となっています。

気候　
香港は亜熱帯に分類され、一年のうちほぼ半分の期間は温暖な気
候に恵まれています。冬の気温は10℃を下回ることもあり、夏
には31℃を超えることがたびたびあります。また、年間降水量
の約9割は4月から9月の間にもたらされます。

国際貿易センター　
香港は世界第11位の貿易経済体であるとともに、外国為替市
場として世界第6位、銀行業務拠点としても世界第15位の規
模にあります。また、アジアで第3位の株式市場でもあります。
輸出も盛んで、衣料品や時計、玩具、ゲーム、電子機器や一部の
軽工業品については、世界でもトップクラスの輸出量を誇ってい
ます。

国際サービスセンター　
香港は2009年のランキングにおいて、サービスの輸出に関し
て世界第11位に入っています。旅行や観光、貿易関連サービス、
運輸サービス、金融・銀行サービス、および専門サービスが、香
港のサービス貿易の主な要素となっています。
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国際企業の拠点
2009 年に政府が、香港へ
の進出や香港における事業の
拡大を支援した海外企業、中
国本土および台湾の企業は
265社と記録的な数に上り
ました。これらの企業の業種
は、ビジネスおよび専門サー

ビス、消費者、小売および調達、金融サービス、情報技術、観光・
エンタテインメント、科学技術、通信、メディア、マルチメディ
アや運輸など、多岐にわたっています。こうした企業によりもた
らされた直接投資は約44億香港ドルに達し、香港での営業開始
後または事業拡大後2年以内に、6,000を超える職が創出され
ると予測されています。

香港政府の調査によれば2009年 6月 1日現在、香港外に親
会社を持つ海外企業、中国本土企業および台湾企業6,397社が
香港に拠点を構えています。そのうち、3,580社は地域統括本部、
もしくは地域支社として機能しています。

自由貿易と自由市場
香港は自由貿易政策を掲げ、それを実行しています。自由でリベ
ラルな投資制度を有し、貿易障壁や外国の投資家に対する差別は
ありません。また、資本移動の自由、しっかりと根付いた法の支
配、透明性の高い規制、低率で分かりやすい税制を備えています。

小さな政府
香港は小さく効率的な政府組織を擁します。法人税と個人所得税
の税率は低く、算出方法も簡単です。香港特別行政区政府は、そ
の高い効率、透明性および公平さでよく知られています。香港政
府は“市場が導き、政府が支援する”という基本方針の下、実業
家や企業に対し積極的な支援を提供しています。

通貨制度
香港の金融政策の目的は、通貨の安定を維持することにあります。
香港経済の高い対外志向性をふまえ、香港ドルの為替レートを米
ドルに1米ドル対7.80 香港ドルの比率で連動させることによ
り、通貨の安定を図っています。このペッグ制は1983年 10
月に導入されました。

法の支配
香港の法制度はコモンローに基づ
いており、十分に確立された信頼
性の高い制度です。香港市民およ
び香港で暮らす人々の権利と自由
は、公正な法の支配、独立した司法、
包括的な法律扶助制度、そして自
由で活発な報道機関に立脚してい
ます。

空港
香港は一大国際航空ハブであり、アジアにおける主要な航空ハブ
でもあります。世界で最も往来の多い空港の一つである香港国際
空港（HKIA）には、約90社の航空会社が就航しており、中国
本土の40都市を含め約150に上る世界中のデスティネーショ
ンとの間で、旅客や貨物の輸送が行われています。
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2009 年の年間旅客数と航空機発着回数は、それぞれ前年比
4.62％と 7.2％の減少を記録。年間旅客数は4,497万人、航
空機発着回数は279,429回でした。同年の航空貨物輸送量は、
前年比7.6％減少の335万トンとなりました。

香港国際空港は1998年 7月の開港以来、10の表彰機関によ
り25回以上も世界一の空港に選ばれています。2009年には
国際航空評議会によって、年間旅客数4,000万人超の部門で再
び世界第1位に認定されました。

港湾
2009年、香港のコンテナ取扱量は2,104万 TEU（20フィー
トコンテナ換算）に上っており、香港は世界でも有数の取扱量を
誇る港となっています。葵涌・青衣には5つの会社が運営する
9つの貨物ターミナルがあり、その総面積は279ヘクタールに
及びます。海に面した間口7,694メートルのエリアに、24の
バースが設けられています。葵涌・青衣港の水深は15.5 メー
トルで、ターミナルのコンテナ取扱能力は合計で年間 1,900
万 TEUを超えます。2009年には延べ33,160隻の外航船と
172,350隻の河川船が香港に寄港し、2億4,300万トンの貨
物と2,400万人の旅客を運びました。

経済競争力
経済発展
香港はコスモポリタンな国際都市であり、ビジネスをしやすい環
境、法の支配、自由貿易、情報の自由な流れ、オープンで公正な
競争、十分に確立された包括的金融ネットワーク、卓越した交通・
通信インフラ、きめ細やかな支援サービス、そして有能で活力に
満ちた起業家たちを含む高い教育を受けた労働力で知られていま
す。加えて、豊富な外貨準備高、自由に兌換が可能で安定した通
貨に低い税率、シンプルな税制も香港の強みです。

自由な経済
香港はヘリテージ財団が
1995 年から発行している
「経済自由度指数」2010年
版において、16年連続で“世
界で最も自由な経済”との評
価を受けました。また、米国
のケイトー研究所が世界 75
を超える経済研究所と共同で
実施している調査でも、香港は1970年以来、世界一自由な経
済と位置づけられており、一方、国際通貨基金は香港を“先進経
済圏”に分類しています。他にも、国際経営開発研究所やエコノ
ミスト・インテリジェンス・ユニット等、一流の機関が、香港を
世界で最も競争力のあるビジネス拠点の一つであると認めていま
す。国連貿易開発会議（UNCTAD）が発行する「2009年世界
投資報告書」からは、香港が依然としてアジアにおける海外から
の二大直接投資先のうちの一つであることが分かります。

経
済
競
争
力
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さらに、市場から規制
を取り除き、公正な競
争を促進することも、
政府が果たすべき特別
な責務です。政府はこ
れまで証券や先物、銀
行業の自由化や、通信、
IT、放送市場の解放に
おいて、大きな前進を
遂げてきました。香港
が競争力を持つ産業分
野の障壁を取り除き、
新たな市場に参入する
手助けをすることも政
府の役割の一つです。

香港政府は世界貿易機関（WTO）やアジア太平洋経済協力
（APEC）といったフォーラムへの参加や、航空協定など香港と
他の地域の間での協定の交渉を行い、締結することを通じて、国
際市場における香港の商業的利益の確保と拡大を図っています。

慎重な財政方針
香港政府は慎重な財政方針を堅持しています。シンプルな税制の
もと、低い税率を保つことで人々の労働意欲を喚起し、企業家の
投資意欲を促進します。法人税と所得税はそれぞれ16.5%と
15%であり、これは国際標準より低いものです。

域内総生産（GDP）の成長
香港経済は過去20年の間に2倍以上の規模に成長し、実質域
内総生産（GDP）の年間平均成長率は3.8％を記録しました。
これは、香港経済が経済協力開発機構（OECD）加盟国の経済
だけでなく、世界経済をも上回る成長を遂げていること意味して
います。香港の一人当たりGDPは同期間で2倍近くに伸びて
おり、年間成長率は実質ベースで平均2.7%でした。

経済政策
香港は以前から市場主導型の経済政策で知られています。“市場
主導型”とは、政府は経済の進む方向を定めたり計画したりしな
いということです。投資家や企業家は、政府職員よりはるかに良
く市場を理解していると考えられるからです。経済の活力こそが、
香港の競争力と繁栄を維持する鍵と目されています。

大きい市場、小さな政府
 “大きい市場、小さな政府”の原則のもと、政府の主要な役割は、
最もビジネスのやりやすい条件を提供することにあります。これ
らの条件には、個人の自由や法の支配、クリーンで効率的な行政、
全ての企業が公平に競争できる環境といったソフト面での基礎的
条件のほか、ハード面では、香港の成長に欠かせない学校や道路
などのインフラが含まれます。

経
済
競
争
力
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為替市場
香港には十分に発達した活気あふれる外国為替市場があり、国際
市場の重要な一部をなしています。世界の為替市場とのリンク
により、外国為替は1日24時間、世界中との取引が可能です。
国際決済銀行が2007年にまとめた3年に一度の世界的調査に
よれば、香港は世界第6位の外国為替取引拠点となっています。

株式および債券市場
香港の株式市場は時価総額において、世界でも有数の規模を誇り
ます。2009年 12月末時点で香港証券取引所に上場している
企業の数は1,319社、時価総額は17兆8,740億香港ドル（2
兆 3,046 億米ドル）でした。香港の株式市場はアジア第3位
となっています。

また、香港政府は近年、必要な金融インフラの提供、発行プロセ
スの簡素化、規制面での障害の除去、税制優遇措置の実施、また
企業の債券発行の奨励等により、債券市場の発展を後押ししてき
ました。債券投資についての投資家教育も強化されています。香
港の債券市場は、アジア地域において最も流動性のある市場の一
つへと発展を遂げました。2009年 12月、香港ドル債券市場
はさらに成長し、合計残高は前年対比55.1％増の1兆 1,113
億香港ドルに達しています。

国際金融センター
香港は、金融機関と市場をつなぐネットワークを有する国際金融
センターです。政府では、健全な法制度、規制の枠組み、インフ
ラや管理面での体制を維持、発展させるという方針を取っていま
す。また、すべての市場参加者に公平な競争機会を与えるととも
に、金融・通貨制度の安定を維持し、他の金融センターに対する
香港の競争力を高めることも、香港政府の方針です。

加えて、北米とヨーロッパの時差をつなぐ有利な地理的位置、中
国本土や東南アジア各国との強力な結びつき、そして世界中の
国々との良好なコミュニケーションも、香港を重要な国際金融セ
ンターとした要素です。資本の流出入に関する規制がないことも、
もう一つのプラス要因と言えます。

金融市場
香港の金融市場は、その
高い流動性で他の市場と
は一線を画しており、国
際基準に準じた効果的か
つ透明な法規の下に運営
されています。高い教育
を受けた労働力に加え、
海外の専門的人材の香港

における就労が容易であることも、金融市場の発展に貢献してい
ます。

銀行部門
香港には、国際的な金融機関が数多く存在しています。2009
年 12月末時点で香港には145の認可銀行があり、うち135
は外資系です。世界の銀行トップ100行のうち、69の銀行が
香港特別行政区で営業しており、さらには71の外資系銀行が香
港に代表事務所を設けています。香港の銀行部門の対外資産は世
界有数の規模となっています。
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また、中国本土は香港経済への主要な投資元でもあります。
2009年 6月時点で、中国本土に親会社を持つ企業750社が
香港に地域統括本部、地域事務所、または現地事務所を構えてい
ます。

2008年、中国本土からの直接投資総額は2,980 億米ドルに
上り、中国本土は外部から香港への直接投資において屈指の投資
元となっています。

経済貿易緊密化協定（CEPA）
香港−中国本土間の経済貿易緊密化協定（CEPA）は、両地域の
経済的な結びつきをより強固なものとしてきました。CEPAの
下、中国本土はWTO加盟時に承諾した条件の範囲を超えて、香
港の製品やサービスが中国市場に参入するための特恵的な機会
を提供しています。CEPAは 2004年 1月 1日に全面施行さ
れ、その後もさらなる自由化措置が継続的に導入されています。
2010年5月27日にはCEPA補充協定VII への調印が行われ、
新たなサービス自由化および協力施策が2011年 1月に発効し
ます。

中国本土へのゲートウェイ
香港はビジネスと観光の両面で、中国本土への重要なゲートウェ
イとなっています。2009年に陸路で中国本土を訪れた香港人
旅客数は、延べ約 6,800 万人に上りました。また、400 万
人以上の外国人訪問者が香港経由で中国本土へ旅行しました。
2009年には香港と中国本土の間で1日あたり、160便を超
えるフェリーの運航、
約 200 便の航空便、
540回以上の鉄道輸
送、そして 40,400
台の自動車の往来が
ありました。

中国本土との経済的な結びつき
香港は中国本土との貿易や投資、また中国本土が世界各国と取引
をするための主要ゲートウェイです。1978年に中国本土が経
済体制の改革と対外開放政策を開始して以来、香港との経済的な
結びつきはますます強まっています。

2001年に実現した中国のWTO加盟は、中国の経済改革政策
が成功を収めたことを示すものです。過去30年余にわたる急速
な経済成長により、中国本土経済は今や世界第3位の規模とな
りました。香港には中国本土を後背地としながら、国際性を有す
るというユニークな利点があります。ビジネスの拠点、そして国
際金融センターとして、香港はこれからも中国本土の急速な経済
成長に貢献するとともに、その恩恵を受けるでしょう。

中国本土との貿易
香港にとって中国本土は最大の貿易相手であり、2009年にお
いて香港の貿易総額の49％を占めています。香港の再輸出貿易
の約9割は中国本土と関連しており、中国本土は香港の再輸出
の輸出先および輸出元として、ともに最大となっています。

香港は広く中国本土、特に珠江デルタ地域に対する一大サービス
拠点であり、銀行・財務、保険、輸送、会計、販売促進など、金
融およびその他のビジネスサポートを幅広く提供しています。

香港と中国本土間の投資
香港企業は中国本土への最大の外部投資者であり、2009年末
時点で、累計投資額は3,960億米ドルを超えています。これは、
中国対内直接投資総額の41％にあたります。香港との経済関係
が最も緊密なのは広東省であり、2008年末時点において香港
の中国本土向け対外投資の累計総額のうち30.4％（1,030億
米ドル）が広東省向けでした。「珠江デルタ改革発展計画要綱」は、
あらゆる面での香港と広東省の協力を国家戦略のレベルに高め、
広東省における様々な施策の試験的実施を図るものです。
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行政機構

2002年、香港政府は政治
任命制度を導入しました。
この制度の下、政府各部局
の長は政治任命となり、そ
れぞれが担当する事項につ
いて政治責任を負います。
2008年には、同じく政治
任命のポストとして副長官
と政務補佐が新設され、高
官が政務を行う補佐をして
います。一方、官僚機構は
引き続き政府の基幹を成す
ものであり、政策立案・実
行を支えています。

法制度
香港特別行政区の法制度は、法の支配と司法の独立にしっかりと
立脚しています。「一国二制度」の下、香港特別行政区の法制度
は中国本土の法制度とは異なるもので、コモンローに基づいてい
ます。

司法
香港特別行政区が繁栄を続ける鍵の一つは、その司法制度です。
香港の司法制度はコモンローの大原則のとおり、行政、立法から
の独立という原則に基づいて機能しています。裁判所は独立して
判決を下します。これは、訴訟が一般市民、法人、もしくは政府
のいずれが関わるものであろうとも変わりません。

香港で暮らす

政治体制
香港特別行政区は基本法の下、外交と防衛を除く分野において高
度な自治権を享受しています。また、香港特別行政区は、行政権
と立法権、ならびに終審権を含む独立した司法権を有します。

行政長官
香港特別行政区の首長は行政長官です。行政長官は重要な政策に
ついて、その諮問機関である行政会議のアドバイスを受けます。
行政会議のメンバーは行政長官により任命されます。

代議制
香港特別行政区は、2つの階層からなる代議制の政治体制をとっ
ています。立法機関である立法会は、法律の制定を行うほか、政
府が提出する予算案を審議、承認します。また、課税および公
共支出の承認も立法会の役割です。立法会の議員60名は全て
選挙により選出され、任期は4年です。第4期立法会の選挙は
2008年 9月7日に行われました。

地方レベルにおいては、18の区議会が設置され、それぞれの地
区における政策の実
施について助言を行
います。香港全土の
区議会を合わせると、
その構成は選挙で選
ばれた議員 405 名、
職権上の議員 27名、
そして任命議員102
名となり、任期は 4
年です。第 3期区議
会の選挙は 2007年
11月 18日に行われ
ました。
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賃金
2009 年において、輸出入業および卸売業の管理職、技術
職、事務職、その他非製造職に従事する労働者の平均月給は

14,275 香 港 ド ル
（1,841 米ドル）で
した。製造業に従事
する職人および熟練
工の平均日給は315
香港ドル（41米ドル）
でした。

教育
教育分野への支出は公共支出のうち最も大きな費目の一つであ
り、経常的公共支出総額の5分の1以上を占めます。政府は必
要に応じて経済的支援を提供しており、経済的理由により教育の
機会を奪われる学生が出ないよう努めています。

12年間の無償教育
政府は1978年以来、公立の初等・中等学校を通じて計 9年
間（小学校6年、中学校3年）の普遍的基礎教育を無償で提供
してきましたが、2008学年度からは、公立中等学校によって

終審法院
終審法院は香港特別行政区における最上級の控訴裁判所であり、
首席裁判官がその長を務めます。終審法院は3 名の常任裁判官
に加え、香港の非常任裁判官3名と他のコモンロー適用地域の
非常任裁判官11名で構成されます。上訴案件の審理、裁判は、
5名の裁判官で構成する法廷で行われますが、必要に応じて、香
港の非常任裁判官1名またはコモンロー適用地域の非常任裁判

官 1名を法廷に加える
場合もあります。首席
裁判官は司法機構の長
であり、司法政務長の
補佐を受けて全体の運
営を行なっています。

雇用
人的資源は香港の最も重要な財産であり、その経済競争力の鍵と
なっています。政府は香港の労働人口が常に活力に溢れ、高い労
働意欲を持ち、適応力に富み、たゆまぬ向上のための手段を提供
されているよう取り計らっています。

労働市場
2009 年における香港の労働人口は 368 万人であり、うち
53.4％が男性、46.6％が女性でした。就業者の過半数がサー
ビス部門で働いており、うち33％が輸出入、卸売、小売や宿泊・
飲食サービスに従事しています。25％は行政や社会および個人
向けサービスに、18％は金融・保険、不動産または専門・ビジ
ネスサービスに、そして12％は運輸や倉庫、郵便・宅配サービ
ス、また情報・通信部門の仕事に就いています。製造業に従事す
る就業者の割合はわずか4％でした。
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2009 年末時点で、
病院のベッド数は約
35,000 床でした。
これは対人口比で
1,000 人あたり 5
床となります。登録
医師数は約12,400
人で、人口比にして
1,000人あたり1.8 人の医師がいることになります。

公共医療サービス
香港には41の公立病院・医療機関があり、その費用は政府が多
額の助成をしています。香港住民の入院費は50香港ドルであり、
一般病棟における急性期病床の費用は1日あたり100香港ド
ル、非急性期病床は1日あたり68香港ドルとなっており、食
事やレントゲン検査、臨床検査、一定範囲内の薬品、そして手術
や放射線治療、理学療法を含む様々な特別治療の費用が含まれま
す。

民間医療サービス
香港には13の民間病院があり、一般病棟の入院費は1日 1床
あたり平均で約540香港ドル、特別室では約2,100香港ドル
もしくはそれ以上の額となっています。患者は医師による毎日の
診察料に加え、薬や包帯等の費用も負担する必要があります。

地域保健サービス
政府は家庭保健サービス、港湾衛生局、学生保健サービス、学校
歯科保健サービスほか多くの地域保健サービスを通じて広範囲に
わたる予防対策を講じており、香港市民の健康を守っています。
これらのサービスにより、香港の乳幼児死亡率および妊産婦死亡
率は世界でも有数の低さとなっています。

提供される後期中等教育も無償化が図られました。また、同じく
2008学年度より、政府は中等学校第3学年中退者が学習を深
められるよう、職業訓練局による全日制課程の全額助成を開始し
ました。

高等教育
香港には7つの大学と1つの教員養成機関を含む、12の学位
授与高等教育機関があり、そのすべてが大学補助金委員会からの
資金で運営されています。その他の4つの機関は、香港公開大学、
香港演芸学院、香港樹仁大学、珠海学院です。

医療
政府の健康・医療政策の狙いは、経済的理由で十分な医療が受け
られない人が出ないようにすることにあります。このため政府で
は様々なサービスや施設を提供しており、民間医療機関を補完し、
治療を受ける経済的余裕のない患者のニーズに応えています。
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民営住宅
香港の人口のうちおよそ52％が民営住宅に居住しています。政
府は民営住宅市場の健全な発展を促すために、自由で安定的かつ
透明性の高い環
境を維持する政
策をとっていま
す。また、住宅
購入者が正確で
包括的な不動産
情報にアクセス
できるようにし
ています。

交通
移動が非常に活発な都市
である香港では、毎日延
べ1,100 万人を超える
人々が、鉄道や路面電車、
路線バス、ミニバス、タ
クシー、フェリーなどの
経済性に優れた様々な公
共交通機関を利用してい
ます。これらの公共交通
サービスは、政府から直
接、補助金を受けること
なく、民間企業や公営企
業により提供されていま
す。

住宅
住宅関連の政府支出は、2009年度公共支出総額の5.6％を占
めました。

公共賃貸住宅
香港では政府の方針として、民間の賃貸住宅への入居が金銭的に
困難な家庭に対して公共賃貸住宅を提供しており、この点におい
て、公共賃貸住宅プログラムは大きな社会的成果を上げたと言
えるでしょう。2009
年 12月時点でおよそ
210 万人が、香港住
宅委員会および香港住
宅協会が運営する公共
賃貸住宅に居住してい
ま す。2009 年 末 時
点での公共賃貸住宅戸
数は、745,400 戸と
なっています。

住宅購入補助
1978 年以降、政府による様々な住宅購入補助制度により、
459,100 戸以上の住宅が購入資格のある家庭や個人に対して
割引価格で販売されました。これまで導入されてきた制度には、
香港住宅委員会による持ち家奨励制度（HOS）や民間部門参加
制度（PSPS）、賃貸住宅購入制度（TPS）等があります。政
府の住宅政策を後押しするため、香港住宅委員会は 2003 年
にPSPSを終了するとともに、HOS住宅の建設と販売を停止。
2005年には TPSを終了しました。余剰HOS住宅を処理する
ため、2006年初めに香港住宅委員会は、約16,700戸の住宅
を2007年から段階的に販売することを決定しました。香港住
宅委員会は2009年末までに5回の販売を実施し、香港住宅協
会の 1,200 戸を含め、およそ 13,300 戸の余剰HOS住宅を
販売しました。
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バスとタクシー
フランチャイズのバスは道路を使った旅客輸送機関として最大で
あり、毎日延べ約380万人の乗客を運び、公共交通輸送量の約
34％を占めています。特定地域内で独占営業権を持つ5つのバ
ス会社により、およそ570のバス路線が運営されています。こ
れらのバス会社は合計5,800台のバスを保有し、その大多数は
エアコン設備のある2階建てバスです。また、約4,350 台の
公共小型バス（16席以下のミニバス）も運行しており、1日に
延べ約188万人の乗客を輸送しています。一方、タクシーの数
は18,138台に上り、1日平均で延べ約96万人の乗客を運ん
でいます。

フェリー
フェリーは離島への行き来に不可欠な移動手段であり、湾内や
ニュータウンにおいては、バスや地下鉄に代わる公共の交通手段
です。毎日、延べ約14万人がフェリーを利用しています。

道路網
2009 年時点で香港の道路は全長 2,050 キロに達しており、
これには 1,276 の道路、ビクトリア・ハーバーを横断する 3
つの道路トンネル、丘陵
を抜ける 13 の道路トン
ネル、そして 4 つの主要
な長スパン橋が含まれま
す。393,812 台の自家用
車を含む登録自動車の数は
584,070 台と、香港は世
界でも有数の自動車に頼ら
ない都市となっています。
都市部が比較的小さいため
交通密度は依然高いものの、
効率の高い公共交通網に助
けられ、ピークの時間帯に
おいても道路の流れは概ね
スムーズです。

鉄道
１日の公共交通輸送量のおよそ35％を占める鉄道は、公共交通
システムの重要な一部を形成しています。香港の既存の鉄道網は、
香港鉄路（MTR）とエアポート・エクスプレス、およびライトレー
ルから成ります。

観塘線、 湾線、港島線、
東涌線、将軍澳線、ディ
ズニーランドリゾート線、
東鉄線、馬鞍山線、西鉄
線の全9路線で構成され
るMTR は、利用客の非
常に多い鉄道システムで
す。MTR路線網の全長は

現在約175キロで、80を超える駅を結びます。

エアポート・エクスプレスは、香港中心部−香港国際空港間を運
行し、全長は35.3 キロです。

MTR とエアポート・エクスプレスは、平日において合計約
380万人（延べ）の乗客を輸送しています。

全長約36.2 キロ、68の停車駅を持つライトレールは、新界北
西部の地方交通ネットワークです。1日延べ約38万 5,000人
の乗客を輸送します。

香港島の路面電車は1904年から運行しています。車両台数は
160台を超えており、これは運行されている2階建ての路面電
車の保有車両数として世界最大です。1日あたり延べ約23万
1,000人の乗客を運んでいます。

中環（セントラル）とビクトリア・ピークとの間では、ケーブルカー
が運行しています。全長1.4 キロのこの路線は、1888年から
運行を開始。標高差は373メートルで、ケーブルカーは25度
にもおよぶ急な斜面を上ります。1日およそ 1万 3,300 人を
輸送し、主な乗客は旅行者と地元観光客です。
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香港は地域の環境問題に取り組むため、持続可能な発展および環
境保護に関する合同作業部会を通じて、広東省当局と協力してき
ました。両政府は1997年を基準年とし、4種類の主要な大気
汚染物質の排出量を2010年までに20％から55％削減するこ
とを目指す地域大気質管理計画を作成。双方とも、この排出削減
目標を実現するために必要な対策を積極的に推進しています。ま
た、珠江デルタ全域を網羅する16基地からなる地域大気質監視
ネットワークは、2005年 11月より、地域大気質指標を毎日
公表しています。さらに、香港環境保護局（EPD）は広東省当
局や香港の主要産業団体と連携し、クリーン生産パートナーシッ
ププログラムを2008年 4月に立ち上げました。この5年間
にわたるプログラムは、珠江デルタに立地する香港資本の工場に
技術支援を行うことで、よりクリーンな生産技術や方式の導入を
促すものです。

2009年 8月、広東省との協力をより深めるため、両地域の間
に環境協力協定が締結されました。この協定には、珠江デルタに
おける2010年以降の大気放出削減取り決めについて共同研究
を行うことなどが盛り込まれました。

さらに、EPDは 2010年 2月、珠江河口水域の環境収容力の
評価を目的とした広東省当局との共同研究を開始しました。この
共同研究により、両政府が珠江河口エリアの水質汚染を抑えるた
めの管理計画や戦略を立案するにあたっての確実な科学的根拠が
得られるでしょう。一方、香港と広東省は后海湾や大鵬湾など、
隣接する水域における水質改善のための行動プログラムを共同で
実行しています。EPDと深 居住環境委員会は、環境保護にお
ける協力を強化し、クリーンな生産を促進するための活動を推進
しています。

公害と環境への取り組み
政府は1980年代後半から、公害への取り組みを強化していま
す。これまでに、安全で環境に配慮した廃棄物処理システムの導
入や、道路周辺の大気汚染と騒音公害の軽減などで成果を上げて
います。

公害防止
香港は今日、自動車排出ガス規制
や燃料品質基準の点で、アジアを
リードする都市の一つとなってい
ます。都市部ではディーゼル車が
沿道の大気汚染の主要な原因と
なっており、政府は排ガス規制の
強化や低公害車の積極導入といっ
た方策を推進しています。ほぼ全
てのタクシーと約 6割の公共小
型バスが液化石油ガスを燃料とし
ています。

また、ビクトリア・ハーバー周辺
の都市開発によって引き起こされた水質汚染に対処すべく、政府
は「海港浄化計画（HATS)」 を進めています。これにより、周
辺地区一帯から排出された下水を処理するため、大規模な深層ト
ンネル下水収集システムと下水処理場が設計されました。これま
でに、都市中心部地下の大型下水トンネル（長さ24キロ）、お
よびストーンカッターズ島の大規模下水処理場が供用開始されま
した。この下水処理場は1日 170万立方メートルの処理能力
を有します。2009年にはHATSの第2（A）期工事が着工し、
2014年後半の完成が予定されています。第2（B）期の準備
作業も進行中です。現在および将来の需要を満たすため、香港の
他の地域でも下水道網と下水処理施設の拡充が引き続き行われま
す。
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不動産税
香港の土地や建物の所有者には、その不動産の賃貸収入に応じて
不動産税が課せられます。税率は、年間賃貸料から修繕費とその
他出費の20％を差し引いた金額に対して15%です。

強制年金基金
2000年に施行された強制年金基金制度の下、
18歳から65歳までのすべての被雇用者（た
だし特に免除される場合は除く）は、1カ月
あたり1,000香港ドルを上限に、所得の5％
を納付します。雇用主も同額を納付します。

2009年 10月までに、およそ99.9％の雇用主と98.9％の被
雇用者、また76.3％の自営業者が、この強制年金基金に加入し
ています。

メディア
情報やアイディアの自由な流
れは、香港の自由経済を支え
るものであり、メディアの存
在は香港の成功において重要
な要素となってきました。香
港経済が情報およびサービス

業を中心とした経済へと変貌を遂げるに際し、メディアは鍵とな
る役割を果たしてきたのです。今後、情報が経済発展においてま
すます重要な要素となるにつれ、このメディアの役割は極めて大
きな重要性を持つでしょう。

報道機関
香港の活字メディアはアジア有数の活発さを誇り、2009年 12
月末の時点で、中国語新聞21紙、英字新聞13紙、2カ国語の
新聞7紙、その他の言語の新聞5紙を含む46紙の新聞が発行
されています。また、640の定期刊行物があり、うち429誌
が中国語、94誌が英語、105誌が 2カ国語、12誌がその他
の言語で発行されています。雑誌は、公共の事柄から専門的な内

法と秩序
香港は安全な都市です。全体の犯罪率は東京よりも低く、他の主
要な大都市に比べずっと低い水準にあります。香港では銃器の取
り締まりが厳しく、銃を所持することは非常に困難です。銃の不
法所持は重罪となります。香港の街は安全なため、昼夜を問わず
誰もが安全に歩くことができます。都市部および郊外で、警察に
よる徒歩でのパトロールが定期的に行われています。

国際的な調査において、香港は常にアジアで最も汚職のない都市
の一つとの評価を受けています。汚職取締独立委員会は、政府や
民間企業の活動が公正かつ誠実なものであるよう努めています。
一方、関税局は著作権侵害や商標偽造に対して断固たる措置を
とっており、香港は海賊品との戦いにおいてアジアをリードして
います。

税制
香港の簡素で低率な税制は、世界でも有数のビジネスのしやすい
税制です。給与所得、不動産、事業所得の3種類の収入だけが、
課税の対象となっています。付加価値税、消費税、キャピタルゲ
イン税はありません。また、課税対象は香港での収入に限られま
す。

事業所得税
事業所得税は、香港での職業や事業から発生した収益に対して
課税されます。その税率は、法人では16.5%、個人事業主では
15％です。

給与所得税
香港の事業所、雇用、年金から所得を得ている人はすべて、給与
所得税を納める義務があります。税率は課税対象純所得の額に応
じた累進制ですが、課税額が控除後の課税対象純所得の15%を
超えることはありません。
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通信
香港は国際的な通信拠点
で、卓越した通信インフ
ラを備えています。世界
で初めて電話網の完全デ
ジタル化を行い、またナ
ンバーポータビリティ制
度を導入した大都市でも
あります。

電話サービス
香港の固定電話世帯普及率は、2009年 12月時点で101.8％
でした。携帯電話の加入者は 1,200 万人、普及率は約
173.7％で、世界でも非常に高い水準です。うち380万人以上
が3Gサービスを利用しています。ほとんどの3Gサービス利
用者が高速パケット通信を利用することができ、最大7.2Mbps
の通信速度でマルチメディアサービスに接続可能です。

インターネット
ほぼすべての世帯と商業ビルに、
ブロードバンドネットワークが整
備されています。2009 年 12 月
時点でのブロードバンドインター
ネットの加入者は 200 万人を超
えており、通信速度は数Mbps か
ら 1,000Mbps までの幅がありま
す。ブロードバンドの世帯普及率
は81.4％と、世界でも有数の高い
水準となっています。

2009年 12月時点で、117万を超える世帯が IP テレビサー
ビスに加入しています。公共のWi-Fi サービスは政府と民間企業
の双方から提供され、8,800近くのWi-Fi スポットが街のいた
るところに存在しています。

容、娯楽まで、幅広い
話題を扱っています。

およそ90の国際的な
報道機関がオフィスを
構える香港は、 アジア
地域の刊行物の拠点と
もなっています。また、

フィナンシャル・タイムズ、ウォール・ストリート・ジャーナル
アジア版、USAトゥデイ インターナショナル、インターナショ
ナル・ヘラルド・トリビューン、および日本経済新聞の印刷は、
香港で行われています。

放送
香港はアジア地域の放送拠点であり、19の衛星放送事業者が香
港から衛星に信号を送信しています。衛星・ケーブル放送事業者
は、BBCワールド、CNNインターナショナル、HBO、ディス
カバリーチャンネル、TCM、ナショナルジオグラフィックチャ
ンネルを含む計350以上のチャンネルを提供しています。

香港には無料域内テレビ放送事業者が2社あり、それぞれが広
東語と英語のアナログ放送チャンネルを一つずつ提供していま
す。1週間に平均 668 時間を超えるテレビ番組が放送され、
630万人の視聴者、またはテレビを保有する226万の世帯が
受信しています。2007年 12月 31日には、この2社が地上
デジタル放送を開始し、7つの新しいデジタルチャンネルで1
週間に計1,174時間のテレビ番組を放送しています。

また、香港には13のラジオチャンネルがあり、うち7つのチャ
ンネルは公的資金を受け、独立した編集権を持つ放送事業者に
よって運営されています。同事業者は、偏りがなく客観的な番組
の放送を通して、市民に情報や教育、娯楽を提供することをその
使命としています。
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政府は啓徳（カイタック）において、世界レベルの客船ターミナ
ルの建設を進めています。この客船ターミナルは、アジアの一大
クルーズ拠点としての香港の地位をさらに強化するでしょう。第
1バースは2013年半ばに供用開始予定です。

2005年に開園した香港ディズニーランドは、敷地面積を23％
拡張し、新たに30以上のアトラクションが加わります。完成後
のアトラクションの数は100を超えることになります。工事は
2009年に開始しており、新しいアトラクションは2014年半
ばまでに順次完成予定です。

オーシャンパークは再開発を引き続き進めており、2012年の
完成時には70以上のアトラクションを持つ世界クラスの海洋
テーマパークへと生まれ変わります。

2008年、『ミシュランガイド 香港・マカオ』が出版され、香
港は“ミシュラン・シティ”の仲間入りをしました。同ガイド
ブックは、中国初であるとともに、中国語と英語の2カ国語版
としても初のミシュランガイドとなりました。香港は、中国各地
から集まる優れた料理人や、国際色豊かな料理で昔から有名です。
2009年 10月に初めて開催された香港ワイン・アンド・ダイン・
フェスティバルは、グルメや食通の第一級都市としての香港の魅
力を紹介することで、香港により多くの観光客を呼び込んだだけ
でなく、アジアにおけるワインの取引や流通のハブとしての香港
の発展を後押ししました。

出入境管理
香港特別行政区は中国への返還後も出入境管理の自治権を維持し
ており、来訪者に対するビザ発給の条件はゆるやかです。170
以上の国や地域の人々は、ビザなしで香港を訪れ、7日から
180日までの期間、滞在することが可能です。

専門家や実業家は香港での就業や投資が歓迎されています。香港
での居住、就業、留学などの許可を申請する場合は、到着前にビ
ザまたは入境許可の取得が必要となります。

香港を訪れる
観光

2009年の観光客数は、世
界経済の低迷や新型インフ
ルエンザの流行にもかかわ
らず、わずかながら増加し、
前年比 0.3％増の 2,959
万人に上りました。観光客
の支出合計額は、およそ

1,626億香港ドルと推計されます。中国本土からの観光客が引
き続き最も多く、2009年には前年比 6.5%増となる 1,796
万人が中国本土から香港を訪れました。

東洋と西洋が出会う香港では、中国の伝統文化にイギリス植民地
時代の影響、またハイテクな現代性や広東の活気が混ざり合い、
このユニークな街を形作っています。香港を訪れる人は、ショッ
ピングからグルメ、田園地帯でのレジャーや芸術・文化・スポー
ツイベント、さらに寺院、修道院、城郭都市、祠堂、コロニアル
建築といった独特の建築遺産まで、変化に富んだ旅行体験を楽し
むことができます。

観光開発
政府は旅行先としての香港の魅力
を強化することを非常に重視して
おり、過去数年間にわたり観光イ
ンフラに巨額の投資を行ってきま
した。ノアの箱舟や香港ナショナ
ルジオパーク、1881ヘリテージ
などは、新たにオープンした観光スポットです。また、香港の2
つのテーマパーク、オーシャンパークとディズニーランドも、家
族連れや若者に向けたアピール強化のために設備を拡充していま
す。ギネスブックに認定された世界最大の光と音のショー “シン
フォニー・オブ・ライツ”とあわせ、香港はアジア随一のデスティ
ネーションとして自らをＰＲすべく努めています。
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文化・娯楽イベント
香港では多彩な文化・
娯楽イベントが開催さ
れており、その中には
一流の芸術イベントも
含まれます。香港芸術
節（香港アートフェス
ティバル）、香港国際
映画祭、ル・フレンチ・
メイ芸術祭、チャイ
ニーズ・オペラ・フェスティバル、国際アート・カーニバル、ニュー
ビジョン／ワールドカルチャー・アート・フェスティバル、香港
フラワーショーなどに加え、伝統的な祝祭行事が行われています。

スポーツイベント
香港で開催される主なス
ポーツイベントには、毎年
恒例の香港セブンス（ラグ
ビー）、香港マラソン、香
港国際6人制クリケット大
会、香港オープン（ゴルフ）、
香港テニスクラシック、香
港スカッシュオープン、香

港オープン・バドミントン・スーパーシリーズ、香港 ITUトラ
イアスロン・プレミアム・アジアカップ、FIVBワールドグラン
プリ香港大会（バレーボール）、香港国際ドラゴンボート・レガッ
タなどがあります。

美術館・博物館
中国と西洋、古今の伝統が香港で融合する様は、香港の美術館や博
物館で顕著に見ることができます。香港美術館をはじめとする美術
館では、素晴らしい中国古美術や現代美術のコレクションを展示し
ています。一方、香港科学博物館では五感を刺激する体験型の展示
が楽しめるほか、香港宇宙博物館ではドーム型の広い画面に映像が
映し出されるオムニマックスの映画が上映されています。

越境交通
2009年の越境車両の交通量は、前年比 4％減となりました。
羅湖の陸路越境地点を通る人の数は、1日平均239,000人に
上り、中国本土へ向かう第2の越境鉄道である落馬洲支線の乗
客数は、1日平均65,900人でした。

2009年、香港と中国本土の間にある4カ所の陸路越境地点（落
馬洲、沙頭角、文錦渡、深 湾口岸）における車両通行量は、1
日平均40,400台でした。通行した人の数は、4カ所合計で1
日平均152,000人に上っています。

中国本土の13の港とマカオへの越境フェリーは、九龍の中国
フェリーターミナルおよび香港島の香港−マカオフェリーターミ
ナルから運航しています。2009年の中国本土およびマカオへ
の旅客数は、それぞれ440万人と1,750万人でした。運行さ
れているのはジェットフォイルや双胴船を含む高速船で、その数
は世界最大です。

香港に出入りする交通
香港は世界でも有数の船舶入出港数を誇る港です。2009年に
は 411,270 隻の船舶の入出港があり、旅客数は約 2,400 万
人に上りました。

香港国際空港もまた、世界で最も交通量の多い空港の一つとなっ
ています。2009年において、4,497万人の旅客が香港国際空
港を利用し、航空機の発着総数は279,429回でした。

レジャーと文化
香港の普遍的な魅力は、多様なレジャーや文化の選択肢にも表れ
ています。これは、香港の国際色豊かな住民構成や多岐にわたる
娯楽を反映するものです。政府は、創造の自由、芸術の多元的発
展、スポーツの振興や地域のレクリエーションを推進すべく、環
境の整備に努めています。
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ジオパーク

香港ナショナルジオパークは、香
港東部に位置し、それぞれ独特の
地質学的特徴を持つ 8つの地質
景観区を有する 2つの地域から
成ります。一方は西貢（サイクン）
の火山岩地域で、ここで見られる

六角石柱は、その規模、範囲ともに世界クラスとされています。
もう一方は新界東北部の堆積岩地域であり、香港で最も幅広い堆
積岩の地層が見られます。

伝統的な祭事
中国の暦では 5つの
主要な祭事があり、中
でも最も重要なのは旧
正月です。友人や親戚
が、互いを訪問して贈
り物を交換しあい、子
供たちは赤い封筒に
入ったお年玉をもらい
ます。春の清明節には先祖の墓参りをします。初夏にあたる旧暦
5月 5日の端午節には、香港各地でドラゴンボートレースが開
催され、竹の葉に包んだちまきを食べる習慣があります。旧暦8
月15日は中秋節です。月餅や酒、果物などを贈り合い、夜には
大人も子供も色とりどりの提灯を持って公園や海岸、郊外へと出
かけます。旧暦9月9日の重陽節には、人々は墓参りに行ったり、
家族で山に登って疫病と死から逃れたという中国の伝説にならっ
て山登りをしたりします。

また、香港歴史博物館
と香港文化博物館で
は、香港の歴史や文化
に触れることができま
す。お茶が好きな方の
ためには、中国文化に
おける茶の歴史と重要
性を伝える香港茶具文
物館があります。

カントリーパーク
香港全土のおよそ4割が24のカントリーパークと17の特別
地区に指定され、自然保護を図るとともにレクリエーションの場
とされており、ハイカーや自然愛好家、観光客に人気の貴重な“グ
リーンベルト”を提供しています。また、合計面積が2,500ヘ
クタールにもおよぶ4つの海洋公園と１つの海洋保護区があり、
景色の良い海岸部や美しい海の眺めを形作るとともに、海洋生物
の重要な生息地となっています。

国際的に重要な湿地公園
米埔（マイポ）湿地とインナー・ディープ・ベイは、ラムサール
条約の下で“国際的に重要な湿地”に登録されており、アジアの
渡り鳥の重要な越冬地の一つとなっています。この約1,500ヘ
クタールにおよぶラムサール条約登録湿地には、干潟やマング
ローブ、エビや魚の養殖池があり、渡り鳥と留鳥の両方に多様な
生息地を提供しています。この地域では約380種の鳥類が確認
されており、毎年6万〜8万羽の水鳥が同湿地で冬を越します。

香港ウェットランドパーク
2006年 5月に開園した香港ウェットランドパークは、湿地の
保全、教育、観光の推進を目的とした特別地区です。園内には、
湿地の働きや重要性を紹介する展示が見られる1万平方メート
ルのビジターセンターもあります。
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事業の育成、そしてより広範な社会における創造的なデジタルラ
イフスタイルの推進を通じて、その社会的使命を果たしています。

サイエンスパーク
香港サイエンスパークもまた、集積のコンセプトに基づき、エレ
クトロニクス、IT・通信、バイオテクノロジー、精密工学、また
再生エネルギーや環境技術を含むグリーン技術などに焦点を当
てることにより、香港のテクノロジー基盤を強化してきました。
2002年にオープンしたフェーズ１では、81,000平方メート
ルの賃貸スペースが提供され、入居率は92％に上っています。
2007年オープンのフェーズ2においては、2011年の全面完
成時に7万平方メートルの賃貸スペースが追加されます。フェー
ズ2の完成済み建物の入居率は78％です。サイエンスパークに
は現在、香港企業、中国本土企業、外国企業あわせて300社以
上が入居しています。これらの企業は、これまでに6,600以上
の職を提供しており、うち約65％は研究開発関連の仕事です。

香港のこれから
21世紀を迎え、香港特別行政区政府は香港の長期的な発展戦略
の見直しに着手しました。これは、変化に対応するとともに、中
国への復帰により生じるチャンスを最大限に活用し、グローバル
化や知識ベース経済の出現によってもたらされる多くの課題に
対応することを目的としています。この見直しは、 発展戦略委員
会が2年間にわたり行った研究を受けたものであり、同研究は、
香港を中国の大都市にとどまらずアジアの世界都市へと発展させ
るための戦略的枠組みを提唱しました。

IT の世紀に向けたアジアの IT 都市
香港は、東アジアにおける技術革新の中心地、IT の世紀におけ
る IT 都市となるための取り組みを進めています。この目標を実
現するため、また、情報化革命によりもたらされる大きなビジネ
スチャンスを活用するため、多くの計画が進行中です。

サイバーポート
香港独自のクリエイティブ・
デジタル・コミュニティであ
るサイバーポートは、香港サ
イバーポート管理会社によっ
て運営されており、香港特別
行政区政府が完全所有してい
ます。ICT（情報通信技術）
の戦略的集積の拠点となっ
ているサイバーポートには、

2009年 12月時点で57社のテナントと、施設内で起業支援
を受けて立ち上げ中の27社を含む80社以上の企業が入居して
おり、入居率は現在あるオフィススペースの9割近くに上って
います。この、地元および外国企業、クリエイティブな才能の集
積は、ICT アプリケーション、情報サービス、デジタルゲーム、
アニメーション、その他マルチメディア産業の発展の触媒および
拠点としての役割を果たします。サイバーポートは、クリエイティ
ブなアイディアの商業化支援、クリエイティブな発想を持つ新規
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2009−10年度の社会資本整備費は、451億香港ドルに上っ
ており、2010−11年度には、496億香港ドルに増えると推
計されています。多くのプロジェクトが今後数年間で建設のピー
クを迎えるため、その間の社会資本整備費は、過去最高となる
500億香港ドル超に達する予定です。

鉄道整備

鉄道は香港の輸送需要を満たす上で、非常に重要な役割を果たし
ています。スピーディで信頼性が高く快適なサービスを提供する
とともに、道路網への負担を軽減する鉄道は、比較的環境にも優
しい交通手段です。東鉄線の尖沙咀支線 、馬鞍山線およびディ
ズニーランドリゾート線に続き、東鉄線の落馬洲支線が2007
年 8月に運行を開始しました。同路線は、東鉄線を上水から落
馬洲まで延伸し、深 の皇崗へとつながる新しい越境鉄道です。
西鉄線を延伸し紅 駅につなぐ九龍南線とロハスパーク駅は、い
ずれも2009年に開業しました。既存の港島線を上環からケネ
ディタウンまで延伸する西港島線は、2009年に建設が開始さ
れました。広深港高速鉄道の香港部分の建設は、2010年 1月
に着工しています。

21世紀のインフラ計画
効率的で信頼性の高いインフラは、アジアにおける貿易、金融、
ビジネス、また観光の一大ハブとして香港の地位を維持すること
において、重要な役割を果たしてきました。インフラの整備によ
り香港は、人口増加から生じる需要に対応し、経済や貿易の発展
を支えることができます。政府は、行政長官が2007年の施政
方針演説で発表した10の主要なインフラ建設プロジェクトを全
力で推進していきます。それらのプロジェクトは以下の通りです。

・ 南港島線
・ 沙田−セントラル線
・ 屯門西バイパスと屯門−チェクラプコック連結路
・ 広州−深 −香港高速鉄道（広深港高速鉄道）
・ 香港−珠海−マカオ大橋（港珠澳大橋）
・ 香港−深 空港協力
・ 落馬洲緩衝区の香港−深 共同開発
・ 西九龍文化地区
・ 啓徳開発計画
・ 新規開発地区

交通やその他のインフラシステムの向上を上記のプロジェクトで
実現すれば、香港のさらなる発展を促すだけでなく、社会・文化・
経済活動も盛んになるでしょう。加えて、香港と深 や珠江デル
タといった隣接地域を効率的に結ぶ鉄道などの交通機関ができる
ことにより、境界を跨いだ一体化が一層進むと考えられます。

港珠澳大橋の建設工事および新しい客船ターミナルの用地造成工
事は、すでに2009年末から開始されています。広深港高速鉄
道の香港部分の工事も、2010年 1月に始まりました。
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港珠澳大橋は、香港と広東省の珠海およびマカオを結ぶ大きな
海上橋です。このプロジェクトでは、中国本土海域に片側3車
線、全長29.6 キロの主橋部を建設するとともに、12キロの香
港連絡道路、13.9 キロの珠海連絡道路、300メートルのマカ
オ連絡道路、そして各地域における出入境施設の建設が行われま
す。主橋部の建設は段階的に進められ、第1フェーズは2009
年 12月 15日に開始しました。

港珠澳大橋の香港連絡道路は、主橋部と香港出入境所をつなぐ片
側3車線の高速道路となります。この12キロの連絡道路には、
香港特別行政区の海洋境界線から空港島のシーニックヒルに伸び
る海上高架橋と、シーニックヒルを貫くトンネル、そして空港島
東岸を走る道路が含まれます。香港出入境所は、空港島の北東の
海上に浮かぶ約130ヘクタールの人工島に建設されます。同出
入境所には、貨物の通関や旅客の審査に必要な税関、出入境管理、
検疫の施設が置かれ、港珠澳大橋と隣接する香港国際空港、また
屯門−チェクラプコック連結路との間で、効率のよい交通連携を
提供します。香港出入境所と連絡道路は、それぞれ2010年と
2011年に着工し、いずれも2015− 16年度に完成の予定で
す。

他にも南港島線、観塘線支線、沙田−セントラル線および北環線
など、いくつかの鉄道路線の計画が進行中です。これらの路線が
完成すると、香港の鉄道網は全長270キロ超にまで拡大し、公
共交通機関のうち鉄道が占める割合は、35％から約40％に増
加します。

道路建設計画
ストーンカッターズ橋の開
通にともない 2009 年に
完成した8号線は、新界北
東部、西九龍、コンテナター
ミナル8号と 9号、青衣、
そして北ランタオを結ぶ便
利な道路となっています。

ストーンカッターズ橋は8
号線の重要な要素であり、その全長は1,596メートルです。ラ
ンブラー海峡を跨ぐ主径間長は1,018メートルにおよび、これ
は斜張橋として世界第2位の長さです。

この8号線を含め、戦略的な計画に基づいて建設された新しい
道路は、都市部の渋滞を緩和し、新界およびその先の地域を新た
につなげる重要な道となっています。今後完成する主要な道路建
設計画には他に、セントラル−湾仔バイパス・香港島東回廊連結
路、また港珠澳大橋などがあります。

香港島北岸を東西に走る道路の渋滞を緩和し、将来的な交通量の
増加に対応するために、北角で林士街立体道路と香港島東回廊連
結路をつなぐセントラル−湾仔バイパス・香港島東回廊連結路の
建設が進められています。4.5 キロにおよぶ片側3車線の幹線
道路と、3.7 キロのトンネルが建設されます。工事は2009年
末に開始されており、2017年に完成予定です。
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香港基礎情報

人口：700万人 （2009年）

総人口密度
1平方キロメートルあたり6,480人

総面積：1,104平方キロメートル
香港島	 	 	  　81平方キロメートル
九龍	 	 	  　47平方キロメートル
新界	 	 	   748平方キロメートル
離島	 	 	   228平方キロメートル

気象

年間降水量　（2009 年）

2,182.3 ミリ

最高気温

36.1℃　（1900年 8月19日、1990年 8月18日）

最低気温

0.0℃　 （1893年 1月18日）

最高風速

香港気象台の記録では、時速259キロ。大老山では時速284
キロが記録されている（1962年 9月 1日に香港を襲ったワン
ダ台風の影響による）

公共住宅
約210万人が745,400戸の公共賃貸住宅に居住

交通

道路

総延長：2,050キロメートル
自動車登録台数：584,070台

橋梁

青馬大橋（主径間長1,377メートル）
＿ 道路・鉄道併用の吊橋として世界最長

汲水門大橋（主径間長430メートル）
＿ 道路・鉄道併用の斜張橋

汀九橋（主径間長は2カ所合計923メートル）
＿ 斜張道路橋

ストーンカッターズ橋（主径間長1,018メートル）
＿ 世界第2位の長さを誇る斜張橋

航空・船舶交通量  

航空機発着回数279,429回；旅客数4,497万人；
航空貨物取扱量335万トン

到着：外航船33,160隻；河川船172,350隻；
港湾貨物取扱量2億4,300万トン
 
コンテナ取扱量

2,104万 TEU（20フィートコンテナ換算）
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香港基礎情報

雇用
就業者総数：350万人

主要業種	 就業者総数に占める割合

輸出入、卸売・小売業、	 　33％
宿泊・飲食サービス業

公共行政、	  25％
社会および個人向けサービス業

金融・保険業、不動産業、	  18％
専門およびビジネスサービス業	 	
　　
運輸、倉庫、郵便・宅配サービス業、	 12％
情報・通信業

建設業	  8％

製造業	 4%

平均給与（調査対象全産業）	  月額 11,342香港ドル

香港に関する連絡先

香港特別行政区政府北京事務所
No.71 Di’anmen Xidajie
Xicheng District
Beijing, China
Postal Code: 100009
Tel	 : (86) 10 6657 2880
Fax	: (86) 10 6657 2821
E-mail: bjohksar@bjo-hksarg.org.cn

香港経済貿易代表部

中国本土

上海
21/F, The Headquarters Building
168 Xizang Road (M)
Huangpu District
Shanghai, China
Postal Code: 200001
Tel	 : (86) 21 6351 2233
Fax	: (86) 21 6351 9368
E-mail: enquiry@sheto.gov.hk

成都
38/F, Tower 1 Plaza Central
8 Shuncheng Street, Yan Shi Kou
Chengdu, China
Postal Code: 610016
Tel	 : (86) 28 8676 8301
Fax	: (86) 28 8676 8300
E-mail: general@cdeto.gov.hk
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広東
Flat 7101, 71/F, Citic Plaza
233 Tian He North Road
Guangzhou, China
Postal Code: 510613
Tel	 : (86) 20 3891 1220
Fax	: (86) 20 3891 1221
E-mail: general@gdeto.gov.hk

アジア太平洋

シンガポール
#34-01, Suntec Tower 2
9 Temasek Boulevard
Singapore 038989
Tel	 : (65) 6338 1771
Fax	: (65) 6339 2112
E-mail: hketo_sin@hketosin.gov.hk

シドニー
Level 1, Hong Kong House
80 Druitt Street
Sydney, NSW 2000
Australia
Tel	 : (61) 2 9283 3222
Fax	: (61) 2 9283 3818
E-mail: enquiry@hketosydney.gov.hk

東京
〒102-0075
東京都千代田区三番町30-1
香港経済貿易代表部ビル
Tel	 : 03 3556 8980
Fax	: 03 3556 8968
E-mail: tokyo_enquiry@hketotyo.gov.hk

ヨーロッパ

ベルリン
Jägerstrasse 33
10117, Berlin
Germany
Tel	 : (49) 30 22 66 77 22 8
Fax	: (49) 30 22 66 77 28 8
E-mail: cee@hketoberlin.gov.hk

ブリュッセル
Rue d’Arlon 118
1040 Brussels
Belgium
Tel	 : (32) 2 775 0088
Fax	: (32) 2 770 0980
E-mail: general@hongkong-eu.org

ジュネーブ
5 Allée David-Morse
1211 Geneva 20
Switzerland
Tel	 : (41) 22 730 1300
Fax	: (41) 22 730 1304
E-mail: hketo@hketogeneva.gov.hk

ロンドン
6 Grafton Street
London W1S 4EQ
UK
Tel	 : (44) 20 7499 9821
Fax	: (44) 20 7495 5033
E-mail: general@hketolondon.gov.hk
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北米

ニューヨーク
115 East 54th Street
New York, NY 10022
USA
Tel	 : (1) 212 752 3320
Fax	: (1) 212 752 3395
E-mail: hketony@hketony.gov.hk

サンフランシスコ
130 Montgomery Street
San Francisco, CA 94104
USA
Tel	 : (1) 415 835 9300
Fax	: (1) 415 421 0646
E-mail: hketosf@hketosf.gov.hk

ワシントンDC
1520 18th Street, NW
Washington, DC 20036
USA
Tel	 : (1) 202 331 8947
Fax	: (1) 202 331 8958
E-mail: hketo@hketowashington.gov.hk

トロント
174 St George Street
Toronto, Ontario
M5R 2M7, Canada
Tel	 : (1) 416 924 5544
Fax	: (1) 416 924 3599
E-mail: info@hketotoronto.gov.hk

香港に関する連絡先






